
総合：総合戦略

公約：公約実現化プランに掲載すべき事業

サマー：サマーレビュー掲載事業

重プロ：重点プロジェクト

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

１　みんなが健康で元気なまちづくり

（１）保健・医療の充実

公約 4,085 4,085 0 0

-

継続 ソフト -

(150) (150) (150) (150) (150) (150)

648 648 648 648 648 648

-

新規 ソフト -

重プロ 2,112 2,112 4,224 0 0

サマー

継続 ソフト -
(405) (405) (405) (405)

1,058 1,058 2,116 1,058 1,058 2,116 0

-

継続 ソフト -

（２）高齢者福祉の推進

総合 3,219 3,219 6,438 3,219 3,219 6,438 2,197 2,197 4,394

-

継続 ソフト -

総合 599 599 1,198 599 599 1,198 599 599 1,198

-

継続 ソフト -

総合 5,000 5,000 10,000 5,000 5,000 10,000 5,000 5,000 10,000

-

継続 ソフト -

（４）社会福祉の推進

- 8,726 4,364 13,090 8,726 4,364 13,090 0

-

継続 ソフト -

ソフト・ハード：事業種別

-

-

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

平成30年度～平成32年度　糸島市実施計画事業一覧表

【単位：千円】

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ヤングシニア層（60～70歳代）の健康寿命の延伸、フレイル（高齢で筋力・活力が衰えた状態）やサルコぺニア（筋肉減少症）に対するスクリーニング方法の開発、スクリーニング及び予防の
取り組みを継続的に実施できる方法を普及し、フレイル等の予防を図る。

29

生活困窮者就労準備支援
事業

福
祉
支
援
課

本人の状況に応じた就労による自立を目指すため、一般就労に従事する準備としての基礎能力の形成を、計画的かつ一貫して支援する。

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

独居高齢者等に対するバランスの取れた食事の提供及び介護予防の取組を始めるきっかけづくり、ヤングシニア層の働く場、活躍の場の確保、ヤングシニア層の閉じこもり防止、仲間づくり

28

健康支援プログラム研究開
発事業（ヤングシニア生き
いきプロジェクト）

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

運動指導事業（ヤングシニ
ア生きいきプロジェクト）

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

ヤングシニア層（60～70歳代）の健康寿命の延伸、個人で健康づくり・筋力維持をしたい人のための環境整備、健康づくりの気運を高める

27

介護予防センター活性化事
業（ヤングシニア生きいきプ
ロジェクト）

26

地区担当保健師と地域住民が協働で健康づくりを実施する体制を進め、より身近な校区単位で市民が健康づくりを実践することができる環境をつくり、生活習慣病対策を強化することで市
民の健康寿命の延伸を図る。

25

働く世代の健康づくり事業
（ヤングシニア生きいきプロ
ジェクト）

健
康
づ
く
り
課

40～50歳代の働く世代の年齢層をターゲットとし、中壮年期からの生活習慣病予防の取組みを行い、健康寿命の延伸、医療費等の増加抑制を図る。

健
康
づ
く
り
課

胃がんのリスクとなるピロリ菌検査等を実施することで、将来の胃がん発症を予防し、胃がんによる死亡減少を図り、市民の健康寿命の延伸を目的とする。

24

小学校区単位での健康づく
り事業（ヤングシニア生き
いきプロジェクト）

健

康

づ

く

り

課

健

康

づ

く

り

課

特定健康診査の受診者の自己負担を軽減することで、特定健康診査受診率の向上を図り、市民の健康寿命の延伸と医療費等の増加抑制を図る。

23

胃がんリスク検査事業

事業名

特定健康診査受診率向上
対策事業

22

6



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

- 4,784 1,595 6,379 4,776 1,594 6,370 0

-

継続 ソフト -

２　子どもが健やかに育つまちづくり

（１）子育て支援の充実

公約 1,553 1,554 3,107 0 0

重プロ

継続 ソフト -

重プロ 166 166 1 384 717 166 166 1 384 717 0

-

継続 ソフト -

重プロ 8,571 8,571 10,900 2,606 30,648 0 0

-

継続 ハード -

重プロ 1,664 1,664 2,348 5,676 1,453 1,453 1,453 4,359 1,453 1,453 1,453 4,359

-

新規 ソフト -

- 814 814 814 2,442 814 814 814 2,442 0

-

継続 ソフト -

サマー 19,000 9,500 9,500 38,000 19,000 9,500 9,500 38,000 19,000 9,500 9,500 38,000

-

新規 ソフト -

（２）学校教育の充実

重プロ 2,280 2,280 0 0

-

継続 ソフト -

重プロ 16,926 16,926 16,926 16,926 16,926 16,926

-

継続 ハード -

重プロ 5,790 5,790 5,790 5,790 5,790 5,790

-

新規 ソフト -

- 18,600 22 18,622 0 0

-

新規 ハード -

子
ど
も
課

子
ど
も
課

子
ど
も
課

施設型給付事業（小規模保
育事業）

保育士不足による自主待機児童の解消等を図るため、市内各保育所等と連携して保育士の就業支援や離職防止を図り、保育施設や事業の円滑な利用を目指す。

小規模保育事業を実施することにより、待機児童の解消を目指す。

36

子
ど
も
課

ファミリー・サポート・セン
ター事業

子
ど
も
課

ワーク・ライフ・バランスにより仕事と育児を両立させ、安心して働くことができる環境を整えるため、“地域で子育て”を応援することで、児童と保護者の福祉向上を図る。

35

糸島市保育支援事業

34

保護者の疾病その他の理由により家庭において児童を養育することが一時的に困難となった場合及び経済的な理由により緊急一時的に母子を保護することが必要な場合等に、児童養護
施設その他の保護を適切に行うことができる施設において一定期間、養育・保護を行うことにより、これらの児童及びその家庭の福祉の向上を図ることを目的とする。

33

放課後児童クラブ建設事業
入所児童の急増により、厚生労働省ガイドラインによる保育スペース１人当たりの1.65㎡を大きく下回っている。施設の増設により児童の活動スペースを確保し、児童の健全育成を図る。

子育て短期支援事業

32

学
校
教
育
課

県立特別支援学校設置に向けた建設用地を取得するため、不動産鑑定及び測量分筆等を実施する。

学校問題解決支援事業
学
校
教
育
課

児童生徒の不登校や保護者に関する問題等小中学生の様々な諸問題の解決を図る。また、このことにより、教職員が児童生徒の教育課活動に専念できる。

40

特別支援学校建設用地取
得準備事業

39

英語教育を推進するための教職員等の指導、調整を図る英語専門教員を教育委員会に配置し、英語教育の総合的な推進を図る。

38

教職員用校務パソコン整備
事業

学
校
教
育
課

校務の効率化及び情報セキュリティの強化を図るため教職員が校務のために小中学校で使用するパソコンの更新を行う。

地
域
振
興
課

子育て世代をターゲットとしたサービス提供及び定住情報の発信を行うことで、本市への定住を促進する。

37

英語教育充実事業
学
校
教
育
課

我が事・丸ごと地域づくり推
進事業

福
祉
支
援
課

地域共生社会の実現に向け、住民が主体的に地域課題を把握して解決する体制づくりとそれを支える市の福祉総合相談窓口を設置する。

31

糸島市子育て世代応援サ
イト”いとネット”運営事業

30
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

- 20,000 25,613 45,613 41,831 41,831 41,831 41,831

-

継続 ハード -

- 6,000 17,535 23,535 22,117 22,117 22,117 22,117

-

継続 ハード -

- 18,347 18,347 0 0

-

継続 ハード -

- 50,200 90,268 140,468 233,100 147,352 380,452 323,500 210,280 533,780

-

継続 ハード -

- 23,501 23,501 0 0

-

継続 ハード -

- 675 675 0 10,427 10,427

-

新規 ハード -

- 13,176 13,176 15,174 15,174 15,174 15,174

-

新規 ハード -

- 0 19,710 19,710 0

-

新規 ハード -

- 9,500 9,500 0 0

-

新規 ソフト -

- 0 0 0

-

新規 ハード -

３　海、山、川をたいせつにしたまちづくり

（１）自然環境の保全育成

- 3,700 3,700 3,700 3,700 0

-

継続 ソフト -

深江小学校の職員室、事務室、校長室空調機の老朽化に伴い更新を行う。

小学校空調設備整備事業

【繰越明許費　6,351】

学校施設大規模改造事業

【繰越明許費　107,641】

将来にわたり安定的な学校給食を提供し、効率的な運営方法の調査検討を行うとともに、老朽施設の改築・改修方式やイニシャルランニングコスト検討、概算事業費の算出、基本計画（案）
を作成し、安全で継続的な給食提供サービスの充実を図ることを目的とする。

屋内運動場の屋根・外壁の改修工事

波多江小学校消防設備改
修事業

教
育
総
務
課

50

教
育
総
務
課

51

松林保全アダプト事業
農
林
水
産
課

市有林及び国有林の松林を対象に、アダプト制度を活用して草刈・清掃を行い、市民協働で松林の保全活動を促進し白砂青松を再生する。

教
育
総
務
課

当校舎は、平成3年度に建設され、平成30年度で27年経過する。現在、雨漏りが多く、部分的な修繕を行っているが防水層が紫外線により劣化しており部分的な修繕では対応できなくなって
いる。よって、防水改修を行い、良好な学校教育施設の環境を提供する。

49

学校給食運営・施設整備検
討事業

教
育
総
務
課

小中学校プール循環ろ過
設備改修事業

教
育
総
務
課

小中学校のプールは、透明度が高く、滅菌により安全・安心な水を作るため循環ろ過装置が必要である。現状では、耐用年数（15年）を過ぎ20年以上使用しているため、ろ過効率が落ち、藻
（あおこ）の発生や透明度が低下している。よってろ過設備更新することにより機能を向上させ、プール水質基準を保持、良好な学習環境を整える。

前原中学校校舎屋上防水
事業

48

47

46

小学校教育環境整備
（既存校舎の防煙シャッター改修工事）

教
育
総
務
課

小中学校教育環境整備
（老朽化した校舎の大規模改造工事により、事故を防止し、児童・生徒・教職員の安全を確保し、良好な学びの環境を提供する。）

45

桜野小学校屋内運動場改
修事業

教
育
総
務
課

波多江小学校給食室改築
事業

教
育
総
務
課

小学校教育環境整備
（老朽化した給食室を建て替え、事故の防止、衛生管理面の環境向上を図る。）

44

43

小学校教育環境整備
（市内小学校の小規模営繕工事を行い、事故防止、施設の長寿命化を図る。）

42

中学校施設改修事業
教
育
総
務
課

中学校教育環境整備
（市内中学校の小規模営繕工事を行い、事故防止、施設の長寿命化を図る。）

41

小学校施設改修事業
教
育
総
務
課

8



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

- 700 700 1,000 1,000 0

-

継続 ソフト -
(9,750) (1,218) (10,968) (10,500) (1,312) (11,812) (10,500) (1,312) (11,812)

2,032 2,032 2,188 2,188 2,188 2,188

-

継続 ソフト -

（２）循環型社会の確立

公約 176,511 3,468 179,979 200,000 200,000 0

-

継続 ハード -

４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

（１）都市機能の充実

重プロ 93,374 93,374 93,374 93,374 93,374 93,374

-

継続 ソフト -

重プロ 3,523 3,525 7,048 7,048 7,048 7,048 7,048

-

継続 ソフト -

サマー 8,319 8,319 11,374 11,374 11,403 11,403

-

継続 ハード -

公約 188,183 238,500 42,077 468,760 0 0

-

継続 ハード -

重プロ 3,402 3,402 0 0

-

新規 ソフト -

- 50,396 68,000 10,794 129,190 0 0

-

継続 ハード -

- 7,344 9,100 12,818 29,262 0 0

-

継続 ハード -

サマー 6,574 9,861 16,435 0 0

-

新規 ハード -

-

汲取り式トイレを水洗化し更新する。

建
設
課

新駅設置に伴い、新駅利用者の利便性及び交通安全性の向上を図る。

62

二丈コミュニティプラザトイ
レ更新事業

施
設
管
理
課

（仮称）新駅北口停車場線
整備事業

建
設
課

新駅の設置に伴い、（仮称）新駅北口停車場線の道路整備を行うことにより、新駅利用者の利便性と安全性の向上を図る。

61

新駅周辺整備事業

60

糸島市し尿処理センターについては、平成７年度に稼働開始し、平成29年度には22年が経過するため、各機器が老朽化し、損傷が激しく処理に支障を及ぼすことから、基幹的設備の改修を
行い延命化を図る。

59

地区計画等策定事業
都
市
計
画
課

都市計画マスタープランでは「都市と農山漁村の共存・持続するまちづくり」を目指している。生活利便性の向上を図り、既存集落を中心とした土地利用の規制を緩和することにより、人口流
出の抑制・維持に必要な人口の流入を目的とする。

市
民
課

住居表示の実施により住所を分かりやすくすることで、緊急車両等がスムーズに目的地に到達でき、また、郵便物の誤配達等を防ぐことで、市民生活の利便性の向上を図る。

58

糸島市し尿処理センター基
幹的設備改良事業

生
活
環
境
課

定住コーディネート事業
地
域
振
興
課

転入希望者の相談を受け、地域情報の提供を行うとともに、空き家の掘り起しと利活用の促進を行い、人口が減少している地域への定住を促進し、人口確保及びコミュニティの維持を行う。

57

住居表示整備事業

56

公共施設に再生可能エネルギー発電設備等を設置することで、再生可能エネルギー導入による環境への負荷をかけないまちづくりを促進する。

55

糸島市マイホーム取得奨
励金

地
域
振
興
課

人口を維持・増加させるには、人口の囲い込み競争（地域間競争）に競り勝つ必要がある。土地区画整理事業、九大移転と人口が大きく動く契機に、確実に人口を囲い込むため、住宅取得
奨励金制度を期間を定めて実施する。

農
林
水
産
課

林業の不振、山村地域の過疎化・高齢化により森林の手入れを行う地域住民が減少し、適正な森林整備等が行われていない箇所がみられており、地域住民による森林の保全管理活動等
の取り組みを支援する。

54

エネルギー構造高度化・転
換理解促進事業

生
活
環
境
課

竹林整備促進事業
農
林
水
産
課

竹を法面保護材等として活用することにより、竹林の整備を促進する。

53

森林・山村多面的機能発揮
対策事業

52
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

サマー 7,100 834 7,934 0 0

-

新規 ハード -

（３）交通環境の整備充実

(83,050) (60,200) (143,250) (33,000) (64,500) (97,500) (33,000) (21,750) (54,750)
33,900 13,850 47,750 13,500 19,000 32,500 13,500 4,750 18,250

-

継続 ハード -
(16,500) (8,500) (25,000) (55,000) (50,833) (105,833)(385,000)(220,833) (605,833)

4,500 500 5,000 15,000 9,167 24,167 105,000 19,167 124,167

-

継続 ハード -

公約 7,016 11,200 1,825 20,041 0 0

-

継続 ハード -

公約 32,121 78,400 21,886 132,407 0 0

-

継続 ハード -

公約 49,120 66,300 3,000 5,380 123,800 0 0

-

継続 ハード -

公約 90,880 122,600 3,300 37,520 254,300 0 0

-

継続 ハード -

公約 80,000 350,000 430,000 0 0

-

継続 ハード -

- 12,100 8,900 1,300 22,300 35,970 26,400 4,230 66,600 58,815 43,300 6,023 108,138

-

継続 ハード -

- 70,000 70,000 70,000 70,000 70,000 70,000

-

継続 ハード -

- 93,500 68,800 9,900 172,200 17,909 13,100 2,754 33,763 0

-

継続 ハード -

公約

公約

建
設
課

この道路は、県施工の街路事業下新開線及び北新地新田線の整備に併せて、中央ルートと西回りルートを結ぶ重要な幹線道路として交通混雑の解消、利便性及び交通安全の向上を図
る。

市単独道路整備事業(維持
補修・新設改良)

建
設
課

市内各地区の生活道路で、老朽化した舗装、道路側溝の維持補修や道路改良を行い、生活道路の利便性の向上や安全確保・事故防止のため、総合的な整備を実施する。

73

新田久保田線整備事業

72

筑前前原駅と波多江駅（約3ｋｍ）の中間地点に位置し、新たな人口の受皿として整備されている前原東区画整理事業区域隣接地に新駅を設置し、徒歩圏(1～2km)住民の利便性向上を図
り、徒歩で生活できる市街地を形成する。

71

浦志有田線整備事業 建
設
課

当該道路は、国道202号バイパス、（一）雷山前原線及び前原東土地区画整理区域を結ぶ重要な幹線道路であるため、道路改良及び歩道整備することで利用者の利便性及び安全性の向
上を図る。

都
市
計
画
課

新駅自由通路と南北交通広場等を一体的に整備することにより、交通結節点としての機能を高める。

70

新駅駅舎等整備事業
都
市
計
画
課

浦志自由通路線整備事業
都
市
計
画
課

橋上駅となる新駅と自由通路を一体的に整備することにより、駅南北からの駅利用者の利便性向上を図ると共に安全で快適な歩行者空間の整備を行う。

69

浦志南北交通広場整備事
業

68

筑前深江駅の東西を接続する自由通路を整備することにより､駅利用者の利便性の向上を図る。

67

筑前深江駅周辺整備事業
(駅前広場・駅舎）

都
市
計
画
課

筑前深江駅と駅前広場等を一体的に整備することにより、交通結節点としての機能を高める。

都
市
計
画
課

国道202号及び同バイパスを結ぶ南北線の道路網を構築することにより、国道202号、県道瑞梅寺池田線等の交通混雑を緩和し、市民の利便性及び九州大学との連絡機能の向上を図り、
研究・産業機関の立地や九大との連携を推進する。

66

筑前深江駅周辺整備事業
(自由通路）

都
市
計
画
課

九州大学関連道路(北新地
新田線)整備事業

都
市
計
画
課

・加布羅交差点付近の交通混雑の解消､利便性の向上及び交通安全の確保を図る。
・九大へのアクセスを向上させる学園通り線西回ルートの一部となる｡

65

九州大学関連道路(波多江
泊線)整備事業

64

63

志摩中央公園トイレ改修事
業

施
設
管
理
課

公園利用者が使いやすい機能性のあるトイレに改修する。

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

- 31,625 20,000 24,575 76,200 61,490 37,500 16,510 115,500 49,720 28,900 14,480 93,100

-

継続 ハード -

- 4,905 3,300 1,314 9,519 0 0

-

継続 ハード -

- 10,318 7,500 1,444 19,262 11,000 8,100 1,400 20,500 11,000 8,100 1,400 20,500

-

継続 ハード -

- 8,800 6,400 2,800 18,000 0 0

-

新規 ハード -
(5,054) (5,054) (5,054) (5,054)

300 10,164 10,464 300 10,164 10,464 0

-

継続 ソフト -
- (17,286) (4,842) (22,128) (17,286) (4,842) (22,128)

72,022 72,022 71,823 71,823 0

-

継続 ソフト -

重プロ 1,400 5,000 2,611 9,011 1,400 8,917 10,317 0

-

継続 ソフト -
(70,833) (106,251) (177,084)(153,500) (230,272) (383,772)(168,740) (255,099) (423,839)

26,500 8,916 35,416 57,500 19,253 76,753 61,700 20,686 82,386

-

新規 ハード -

- 4,950 3,600 1,450 10,000 0 0

-

継続 ハード -

- 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000

-

継続 ハード -

- 33,000 24,300 12,700 70,000 0 0

-

継続 ハード -

-

重プロ

JR荻浦踏切歩道設置事業 建
設
課

踏切の歩道を設置することで通学者の安全を確保する。

84

小学校通学路の交通安全施設を整備することにより、通学時の安全確保を行い交通事故防止を図る。

83

交通安全施設整備事業 建
設
課

交通安全施設を整備することにより、歩行者の安全確保及び車両の増加による交通事故防止を図る。

都
市
計
画
課

公共交通機関における高齢者や障害者等の移動に係る安全性や利便性の向上の促進等を図るため、駅ホームに転落防止柵を設置する。

82

交通安全施設整備事業(補
助事業)

建
設
課

自主運行バス事業
地
域
振
興
課

「糸島市地域公共交通網形成計画」の事業計画に基づき、校区と協働によるバス運行により、市民の生活交通手段の確保や交通不便地域の縮減等を図る。

81

バリアフリー化設備等整備
事業

80

「糸島市地域公共交通網形成計画」の事業計画に基づき、市内から九州大学までの交通アクセスを整備することによって、九大生や教職員の市内への定住促進及び市の活性化を図る。

79

地方バス路線運行事業（九
大線以外）

地
域
振
興
課

「糸島市地域公共交通網形成計画」の事業計画に基づき、市内のバス交通を整備充実することによって、市民の生活交通手段の確保や交通不便地域の縮減等を図る。

建
設
課

当事業箇所は歩道未設置であり、通学者は危険な状況である。前原西中学校へのアクセス道路整備（歩道設置）をすることにより、通学をはじめ一般通行者の安全性を確保し、事故の削減
と通学路の安全を図りたい。

78

地方バス路線運行事業（九
大線）

地
域
振
興
課

道路施設長寿命化修繕事
業

建
設
課

当路線は、平成26年3月の路面性状調査において、ひび割れ率40％以上であり、交通量（大型車）が多い路線である。舗装修繕（打ち替え）を行うことで、道路面のたわみ、亀裂による通行
障害を解消し、道路網の安全性・信頼性を確保する。

77

前原西中学校前線整備事
業

76

糸島市公共施設等総合管理計画（インフラ長寿命化計画）に位置付けられているように、老朽化する橋梁を計画的に点検・修繕・架け替えを実施し、統廃合等についても検討を行い、維持
管理費の縮減、道路網の安全・信頼性を確保する。

75

松浦中線・松浦線整備事業 建
設
課

波多江駅南口へのアクセス道路整備（歩道設置及びカラー舗装）をすることにより、通勤、通学をはじめ一般通行者の安全性を確保する。

74

橋梁長寿命化修繕事業 建
設
課

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

- 4,400 3,200 800 8,400 0 0

-

新規 ハード -

（４）治山・治水

- 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000

-

継続 ハード -

- 10,000 10,000 0 0

-

継続 ハード -

- 131,673 131,673 0 0

-

継続 ハード -

（５）上下水道などの整備

- 42,136 42,136 41,815 41,815 45,400 41,891 87,291

-

継続 ハード -

- 3,500 3,500 3,000 3,000 0

-

継続 ハード -

サマー 14,176 14,176 15,648 44,000 14,176 14,176 15,648 44,000 14,176 14,176 15,648 44,000

-

継続 ハード -

（６）防災・防犯体制の確立

- 600 1,200 600 2,400 600 1,200 600 2,400 0

-

継続 ソフト -

- 2,476 1,238 1,238 4,952 0 0

-

継続 ソフト -

- 22,600 75 22,675 0 0

-

継続 ハード -
(3,167) (3,167) (6,268) (6,268)

3,400 63 3,463 6,800 51 6,851 0

-

継続 ソフト -

-

土砂災害から市民の生命、身体及び財産を守る。

都
市
計
画
課

住宅の耐震改修に要する費用の一部を補助することにより、その実施を促進し、もって震災に強いまちづくりに資することを目的とする。

103

がけ地近接等危険住宅移
転事業

都
市
計
画
課

102

105

福岡県防災・行政情報通信
ネットワーク整備負担金

危
機
管
理
課

県が現在整備している防災・行政情報通信ネットワークを衛星系無線回線及びMCAアナログ地上系無線回線から民間光回線及び自営デジタル地上系無線回線に再整備を行うため、再整
備に係る費用の一部を負担する。

合併処理浄化槽設置整備
事業

下
水
道
課

①公共下水道及び農業集落排水事業区域外地域における環境・衛生面の改善②公共用水域における水質汚濁の防止

庁舎本館耐震改修事業
管
財
契
約
課

耐震診断調査において、強度不足が指摘された市庁舎本館を耐震基準値を満たす構造に改修し、行政機能及び防災拠点としての機能を保持する。

木造戸建て住宅耐震改修
促進事業

99

建
設
課

下水道が整備されていない地区において、下排水路を改良することにより、地域生活環境改善を図る。

水源開発・広域化事業 水
道
課

上水道の水源確保を広域で行い、上水道の安定供給を図る。

96

下排水路改良事業

95

農
林
水
産
課

近年の豪雨や大規模地震等により多くのため池が被災し、大きな被害が生じていることを踏まえ、大規模地震に備えた耐震照査を実施する。

河川台帳整備事業 建
設
課

河川台帳を整備し適切な河川管理を行う。
河川法第12条第1項に基づき、河川台帳の整備を行う。

89

ため池耐震調査業務

88

87

河川維持管理事業 建
設
課

認定河川を計画的に維持補修し、豪雨による災害から市民の財産と生命を守る。

建
設
課

北の崎龍頭線は、篠原東の集落から国道202号バイパスや新駅に繋がる重要な路線であり、地域住民の生活道路でもある。道路を拡幅し、整備することで利用者の利便性及び安全性の向
上を図る。

北の崎龍頭線整備事業

85

104

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

- 2,800 9 2,809 5,500 59 5,559 0

-

継続 ハード -

５　みんなの力で進める協働のまちづくり

（１）協働のまちづくりの推進

総合 3,109 3,109 3,109 3,109 3,109 3,109

重プロ

継続 ソフト -

- 587 587 0 0

-

継続 ソフト -

公約 1,400 8,600 10,000 10,000 10,000 0

-

継続 ソフト -

重プロ 8,000 8,000 9,800 9,800 9,800 9,800

-

継続 ハード -
(5,046) (5,046) (5,046) (5,046) (5,046) (5,046)

5,046 5,046 5,046 5,046 5,046 5,046

-

継続 ソフト -

重プロ 15,300 15,300 0 0

-

継続 ソフト -

（２）生涯学習機会の充実

- 12,096 12,096 11,385 11,385 0

-

継続 ハード -

重プロ 1,302 1,303 2,605 1,302 1,303 2,605 1,302 1,303 2,605

-

継続 ソフト -

（５）文化・芸術の創造

公約 4,000 300 3,700 8,000 4,000 300 3,700 8,000 4,000 300 3,700 8,000

-

継続 ソフト -

-

国宝、重要文化財保存事
業（発掘調査）

文
化
課

個人住宅の建設のための発掘調査を、建築主に費用負担を求めることなく実施する。また、伊都国の拠点集落である三雲・井原遺跡をはじめとする市内の重要遺跡を保護し、史跡指定、整
備活用を行うため、発掘調査を実施し、その成果を基に調査研究を行い遺跡の実態を解明する。

115

前原及び長糸公民館の空調設備は設置から20年以上経過しており、老朽化が進んでいる。また、今後故障した場合、交換部品の調達が困難となることが想定されることから、整備を図る。

114

スポーツチャレンジ事業（ヤ
ングシニア生きいきプロ
ジェクト）

生
涯
学
習
課

スポーツを始めるきっかけづくり及びスポーツ習慣や健康志向の定着を図る。

地
域
振
興
課

地域にある課題の解決や地域資源を活用したまちづくりを行うため、小学校区を単位とする地域コミュニティの振興を図る。

113

市立公民館設備改修事業
生
涯
学
習
課

広域連携プロジェクト事業

地
域
振
興
課

県内に設定された１５の広域地域振興圏ごとに、県と市による推進組織を設置し、それぞれの地域が持っている魅力を生かした地域の活性化を図る。

112

校区まちづくり推進事業

111

スポーツの振興と地域の活性化を図り、福岡・糸島地域一帯の魅力を高めることを目的に『福岡マラソン』を開催する。併せて、大会を盛り上げ、糸島市を積極的にPRするため、糸島市独自
の事業を展開する。

110

行政区等公民館及び児童
遊園地施設等補助事業

地
域
振
興
課

地域コミュニティ活動の推進及び生涯学習活動の振興を図るため、行政区等が設置し、管理する公民館の建設等及び児童遊園地の施設整備並びに当該用地購入に対して、予算の範囲内
で補助金を交付する。

秘
書
広
報
課

市のイメージキャラクター及びイメージソングを活用し、市のイメージアップやPRを行い、地域活性化につなげる。

109

福岡マラソン応援事業
生
涯
学
習
課

市民提案型まちづくり事業
地
域
振
興
課

NPOやボランティアの持つ専門性、迅速性を生かして地域の課題解決を図ることを目的に、市内で活動する団体が独自の発想を持って提案する事業で、協働のまちづくりと団体の育成、充
実につながるものについて補助する。

108

いとしまシンボル普及事業

107

106

福岡県防災行政情報通信
ネットワーク整備事業

警
防
課

現行の県防災行政情報通信ネットワークシステムは、運用開始から約15年が経過しており、通信速度、通信方法に課題が生じているため更新する。(県が再整備を主導)

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

６　経営感覚を持った持続可能なまちづくり

（１）行財政改革の推進

サマー 203,900 203,900 270,132 270,132 336,748 336,748

-

継続 ソフト -

７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

（１）農林水産業の振興

(58,000) (58,000) (58,000) (58,000) (58,000) (58,000)
50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

-

継続 ハード -

- 25,000 12,000 37,000 25,000 12,000 37,000 0

-

継続 ソフト -
(11,200) (11,200) (11,200) (11,200)

5,000 5,000 5,000 5,000 0

-

継続 ハード -

- 500 500 0 0

-

継続 ハード -

- 3,000 3,000 0 0

-

継続 ハード -

- 1,248 1,248 1,300 1,300 0

-

新規 ソフト -

- 800 15,200 16,000 800 15,200 16,000 800 15,200 16,000

-

継続 ハード -

- 6,000 450 8,580 15,030 6,000 450 8,580 15,030 0

-

継続 ハード -
(882) (882) (117) (1,881) (882) (882) (117) (1,881) (462) (462) (61) (985)

1,304 1,304 1,304 1,304 632 632

-

継続 ハード -

-

-

-

農業用用排水路の改良、ため池の改修、井堰及び排水機場の修繕について計画的な整備と維持管理に努め農業生産基盤の安定を図る。

農
林
水
産
課

農村生活環境の改善のために、ため池及び農業用排水路等の整備改善を行う。

125

市営土地改良事業

農
林
水
産
課

農業施設整備市単独事業
農
林
水
産
課

１．水路関連施設の老朽化や破損に伴い、地元受益者より修繕や改良の要望があり、それらの改善を行う。
２．農業生産者の高齢化や、近年の集中豪雨に対し安全に作業ができるように、板堰の改良等を行う。

124

農村環境整備事業

123

担い手への農地の集積・集約化を加速させるため、農地中間管理機構を通じた農地の貸付者（地域）等に対して協力金を交付する。

122

博多和牛ブランド強化対策
事業

農
業
振
興
課

「博多和牛」出荷頭数を拡大し、県産ブランド牛肉としての地位を確立するために、博多和牛の肥育もと牛の導入経費を助成し、博多和牛生産者の経営安定に資する。

農
業
振
興
課

担い手への農地の集積・集約化を加速させるため、農地中間管理機構を通じた農地の貸付者に対して協力金を交付する。

121

農地中間管理機構集積協
力金交付事業

農
業
振
興
課

ふくおかの畜産競争力強
化対策事業

農
業
振
興
課

規模拡大を行う担い手畜産農家が整備する機械・施設等に対する支援を行うことにより、畜産経営の安定化を図る。

120

力強い水田農業確立事業

119

園芸農業の生産額を増大し持続的発展を図るため、先進技術の導入や省力機械・施設等の整備を進め、収益性の高い園芸産地を育成する。また、省エネルギー化推進、雇用型経営支
援、６次産業化推進による規模拡大及び経営の安定を図る。

118

中山間地域等直接支払事
業

農
業
振
興
課

農業の多面的機能の維持・発揮のため、中山間地域等の条件不利地域（傾斜地等）と平地とのコスト差（生産費の差額相当分）を支援する。

地
域
振
興
課

制度を活用し市内外から寄附を募り、市民が望み、幸せを感じられる事業を実施する。寄附のお礼として市の特産品等を贈呈し、市のＰＲと特産品等の販売拡大を図る。

117

活力ある高収益型園芸産
地育成事業

農
業
振
興
課

116

ふるさと応援寄附推進事業

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

- 74,386 37,193 37,193 148,772 74,386 37,193 37,193 148,772 0

-

継続 ハード -
(101,575) (50,787) (152,362) (71,650) (35,825) (107,475) (85,050) (42,525) (127,575)

18,200 62 32,703 50,965 12,800 153 23,087 36,040 15,300 213 27,268 42,781

-

継続 ハード -
(49,500) (27,000) (6,750) (83,250)(130,350) (71,100) (17,775) (219,225)(130,350) (71,100) (17,775) (219,225)

5,900 3,315 9,215 15,900 3,801 19,701 15,900 3,801 19,701

-

継続 ハード -
(10,515) (6,030) (16,545)(151,417)(101,295) (252,712)(119,897) (87,195) (207,092)

2,200 584 2,784 24,900 1,198 8,471 34,569 18,900 625 5,181 24,706

-

継続 ハード -

- 13,179 9,654 22,833 17,250 15,000 32,250 0

-

継続 ハード -

- 1,800 5,600 7,400 0 0

-

継続 ソフト -

- 3,000 1,000 4,000 3,000 1,000 4,000 0

-

継続 ソフト -

- 60,000 60,000 60,000 60,000 60,000 60,000

-

継続 ソフト -

重プロ 4,072 4,072 72 4,000 4,072 18 1,000 1,018

-

継続 ソフト -
(40,542) (40,542) (40,542) (40,542)

23,300 11,650 34,950 23,300 11,650 34,950 0

-

継続 ハード -
(78) (78)
702 702 0 0

-

継続 ソフト -

サマー

-

-

-

農業水利施設等整備事業

【繰越明許費　51,695】

農
業
振
興
課

九州大学が研究、育成したブドウ新品種「BKシードレス」の栽培と産地化を推進することによって、本市農産物のブランド力向上と農業所得の向上を図る。

水田農業担い手機械導入
支援事業

農
業
振
興
課

売れる米・麦・大豆づくりと併せ、生産コストの低減に積極的に取り組む担い手を育成するとともに、地域農業の担い手としてその経営の安定を図る。

136

糸島極旨ブドウ栽培支援事
業

135

経営リスクを負っている新規就農者の経営が軌道に乗るまでの間を支援するため資金を交付する。

134

福吉元気づくり事業
農
業
振
興
課

福吉地域の農(漁)業と農(漁)村の振興を目的に、地域おこし協力隊を配置し、福吉地域づくり推進協議会や市、関係機関等と連携しながら、直売所「福ふくの里」を拠点とした地域の元気づく
り（活性化）事業を図る。

農
業
振
興
課

化学肥料･農薬の低減に加え、農業分野において地球温暖化防止や生物多様性保全等に効果の高い営農活動に取り組む農業者で組織する団体への直接支援により、温暖化防止や生物
の生育環境保全の促進を図る。

133

農業次世代人材投資事業
（経営開始型）

農
業
振
興
課

鳥獣被害防止総合対策事
業

農
林
水
産
課

農作物被害が甚大であることから鳥獣被害防止対策を行う。

132

環境保全型農業直接支払
事業

131

井堰施設整備、統合を行い、農用地、農業用施設の災害の発生を未然に防止し、農業生産の維持及び農業経営の安定を図る。

130

農地耕作条件改善事業
農
林
水
産
課

生産効率を高め競争力ある「攻めの農業」を実現するために農地の大区画化・汎用化等の基盤整備により、担い手へ農地集積を加速化させる事が必要。そのために水田の区画拡大や暗
渠排水整備を実施する。

農
林
水
産
課

将来の農業を担う経営体（担い手等）を育成するため、農業生産基盤の整備を一体的に行い、髙生産農業の展開に向けた大規模水田地区の整備を推進することで、優良農地の維持保全
や農業の多面的機能の十分な発揮に資するとともに食料自給率の向上及び農業経営の安定を図る。

129

県営農地防災事業

農
林
水
産
課

農
林
水
産
課

県営土地改良事業により築造された施設（湛水防除施設）の有効利用（延命化）を図るため、施設の老化状況等を調べる機能診断を行い、機能保全計画に基づく対策工事等を一体的に実
施するとともに、水利施設の整備を推進し、水利用の効率化、省力化、安全性向上を図る。

-

128

県営土地改良事業（圃場整
備）

127

126

多面的機能支払交付金事
業

農
林
水
産
課

近年の農業は、農村の高齢化や混住化が進行し、農地や農業用排水等の資源をこれまでどおり地域で適切に保全管理していくことが困難になってきている。そのため、地域住民が一体と
なって農地や農業用水等の資源を環境や景観に配慮しながら保全管理していく。

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

公約 4,000 4,000 4,000 4,000 0

-

継続 ソフト -
(220,000) (220,000)
7,600 28,200 12,434 48,234 1,400 7,072 8,472 0

-

継続 ハード -

- 2,000 2,700 350 5,050 2,000 2,700 350 5,050 0

-

継続 ハード -
(19,320) (5,680) （25,000） (19,320) (5,680) (25,000)

3,400 3,400 3,400 3,400 0

-

継続 ソフト -

公約 63,739 63,739 80,000 80,000 80,000 80,000

-

新規 ソフト -

公約 13,280 13,280 7,400 5,880 13,280 0

重プロ

継続 ハード -

重プロ 13,000 11,700 1,371 26,071 12,500 11,200 1,371 25,071 12,500 11,200 1,371 25,071

-

継続 ハード -
(5,200) (840) (6,040) (5,200) (840) (6,040) (5,200) (840) (6,040)

200 840 1,040 200 840 1,040 200 840 1,040

-

継続 ソフト -
(12,000) (12,000) (12,000) (12,000)

3,000 3,000 3,000 3,000 0

-

継続 ソフト -

総合 8,315 8,315 315 8,000 8,315 105 4,666 4,771

サマー

継続 ソフト 重プロ

（２）商工業の振興

総合 4,000 4,000 8,000 8,000 8,000 0

サマー

継続 ソフト 重プロ

水産多面的機能発揮対策
事業

農
林
水
産
課

-

総合

-

総務省の地域おこし協力隊事業を活用し、水産業の発展と地域の活性化につながる活動を行う。さらに、ＰＲ活動や販路拡大をはじめとする販売戦略の構築や魚しょく普及活動を実施する
ことで、水産物の消費拡大と漁家所得の向上を図る。また、事業終了後も雇用が継続できれば、定住の促進を図ることができる。

147

がんばる中小企業者応援
補助

商
工
観
光
課

経営革新意欲（やる気）のある商工業者に補助することで、経営支援、経営安定を図る。また、補助対象事業者の相手商工業者を市内商工業者に誘導することで、補助額以上の経済効果
を狙い、市内商工業の活性化を図る。

農
林
水
産
課

沿岸漁業の漁獲量は、年々減少していたが、つくり育てる漁業に取組んだ結果、横ばいに転じており、今後も資源管理とつくり育てる漁業の振興が必要である。そこで、糸島の沿岸漁業を支
えるため、定着生物で販売価格の高い種苗を放流する。

水産物ブランド化推進事業
農
林
水
産
課146

総合戦略の基本目標に掲げる、資源の持続と進化を図るため、水域の監視や藻場の保全活動等を支援し、魚介類の産卵や成長を促すとともに環境の保全と豊かな食を確保する。その結
果、水産業の生産性を高め、漁家の所得増としごとの場づくりにつなげる。

145

水産業振興補助金事業

144

主伐や間伐による木材の搬出・集荷・供給のしくみの構築及び植林・育林・除伐・間伐・主伐の森林施業サイクルの復活により、働く場の確保と林業従事者の所得向上を図り、林業振興と森
林保全に寄与する。

143

林業専用道整備事業
農
林
水
産
課

間伐材の有効活用による森林保全を実行するため、木材輸送機能を強化する林業専用道を整備し、効率的な木材の搬出を促進し林業生産性の向上を図る。

農
林
水
産
課

平成20年度からの森林環境税の創設に伴い、荒廃した森林を再生し環境の優れた森として保全する。

糸島型森林再生プロジェク
ト事業

農
林
水
産
課142

農
林
水
産
課

間伐による森林整備を行うことにより、森林環境の向上を図り、水源涵養機能等の多面的機能も高める。

141

荒廃森林再生事業

県単独林道事業（林道一の
原線）

農
林
水
産
課

林業の不振、山村地域の過疎化・高齢化により森林の手入れを行う地域住民が減少し、適正な森林整備等が行われていない箇所がみられており、地域住民による森林の保全管理活動等
の取り組みを支援する。

140

森林整備事業

139

糸島市の水源の保全及び森林の公益的機能である水源かん養機能の向上を目的として、水源地の森林整備や山の大切さを市民に理解していただくためのソフト事業を行う。

138

広域基幹林道開設事業（道
整備交付金・地域活性化事
業）

農
林
水
産
課

森林の保全並びに林業施業の省力化を図るため、広域基幹林道を軸とした林道のネットワーク化を推進する。

137

水源保全基金運営事業
農
林
水
産
課

総合

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

課名ページ 特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

事業名

(1,333) (1,333)
2,250 4,966 7,216 0 0

サマー

継続 ソフト 重プロ

総合 1,943 1,959 3,902 0 0

サマー

継続 ソフト 重プロ

公約 1,080 1,080 2,160 2,160 2,160 0

重プロ

継続 ソフト -

総合 1,031 1,056 2,087 0 0

サマー

継続 ソフト 重プロ

（３）観光の推進

総合 6,000 6,000 12,000 0 0

サマー

継続 ソフト 重プロ

公約 3,190 3,190 6,380 8,000 8,000 0

重プロ

継続 ソフト -

総合 114 3,871 3,985 171 4,000 4,171 171 4,000 4,171

-

新規 ソフト -

（４）企業誘致と新産業の創出

(483) (483)
483 484 967 0 0

公約

継続 ソフト 重プロ

1,069,449 484,961 989,500 483,9941,249,3764,277,280 465,644 353,452 484,000 32,9601,230,0422,566,098 167,262 228,129 690,700 1,9321,103,6652,191,688

総合

総合

合　計

商
工
観
光
課

151

糸島市農商工連携事業補
助金

商
工
観
光
課

食品産業クラスター事業補
助

商
工
観
光
課

商
工
観
光
課

糸島市版ＤＭＯ設立支援事
業

秘
書
広
報
課

秘
書
広
報
課

新規起業者応援事業

商
工
観
光
課

観光窓口には、外国人観光客が増えつつあるが、多言語に対応可能な人材が不足しており、案内に支障を来している。市の認知度を上げるための多言語観光情報の発信等ができていな
い。そこで、多言語による窓口対応、情報発信業務に従事する地域おこし協力隊員を任用し、インバウンド強化を図る。

155

糸島の農林水産物を活用する企業の組織化、産業活性化

全国への糸島市の認知度の向上、福岡都市圏への糸島市の新たな過ごし方等の提案のため、雑誌・テレビ等の取材を誘導し、糸島ブランドの推進を図る。

154

地域おこし協力隊（観光）事
業

（一社）糸島市観光協会を核とした糸島市版ＤＭＯの設立・自走までの支援を行うとともに、ＤＭＯの運営財源となる収益性の高い事業（企業研修プログラム、体験型観光プログラム）を確立
し、関係者等のしごとづくりや所得向上を目指す。

153

いとしまブランド推進事業
（広告掲載等事業）

152

市内事業者等が、高まった糸島認知をビジネスチャンスとして生かす基盤を強化するため、マーケティング手法の実践モデルを展開する。

市内の商工業者が、市内の農林漁業者と連携し、新商品等の開発、生産又は需要の開拓を行う事業に対して、その経費の一部を助成し、地域経済の活性化を図るもの。

商
工
観
光
課

企業の雇用相談を受け付ける「雇用コーディネーター」を設置し、企業情報や求人情報の発信の他、企業と求職者とのマッチング機会の創出により、市内就業者数の増加を目指す。

150

いとしまマーケティングモデ
ル推進事業

新規に市内で起業を希望する方に様々なサポートを行い、開業に結びつけ、新たな活力を地域に呼び込む。

149

雇用機会創出・企業情報発
信事業

148

1
7



【公営企業会計（水道事業特別会計】

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

（５）上下水道などの整備

サマー 36,100 14,540 187,721 238,361 1,700 51,395 19,500 204,764 277,359 12,300 64,635 27,400 208,013 312,348

-

継続 ハード -

サマー 78,800 19,266 98,066 74,034 8,226 82,260 52,380 5,820 58,200

-

継続 ハード -

サマー 48,835 48,835 44,000 44,000 44,260 44,260

-

継続 ハード -

サマー 13,939 20,900 20,900 18 55,757 13,939 20,900 20,900 18 55,757 13,939 20,900 20,900 18 55,757

-

継続 ハード -

サマー 14,327 20,700 6,900 15,383 57,310 14,327 38,600 4,383 57,310 14,327 38,600 4,383 57,310

-

継続 ハード -

28,266 0 156,500 42,340 271,223 498,329 29,966 0 184,929 40,400 261,391 516,686 40,566 0 176,515 48,300 262,494 527,875

【公営企業会計（下水道事業特別会計】

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

（４）治山・治水

サマー 94,000 119,000 31,000 244,000 94,000 106,000 28,000 228,000 52,000 68,000 18,000 138,000

-

継続 ハード -

（５）上下水道などの整備

サマー 75,000 352,500 47,500 475,000 96,500 276,800 44,700 418,000 67,500 298,200 44,300 410,000

-

継続 ハード -

下
水
道
課

健全な生活環境の整備による市民生活の向上安定と公共用水域の水質保全を目的とする。

公共下水道事業（雨水管渠
整備）

下
水
道
課

降雨時における浸水の防除のため、内水排除施設の整備を目的とする。

97

公共下水道事業（汚水管渠
整備）

86

平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

重要給水施設配水管整備
事業

水
道
課

災害時等における医療救援活動に係る水道水を配水する配水管の耐震化整備を行い、水道水の安定供給の強化を図る。

合　計

ページ 事業名 課名 特色

平成30年度 平成31年度

94

老朽化した原水施設等の更新及び改良を行い、安全な上水道を安定的に供給することを目的とする。

93

師吉笹山配水系緊急連絡
管整備事業

水
道
課

師吉配水系と笹山配水系を連絡管で接続することで、緊急時に水道水を相互に融通が可能となり水道水の安定供給を図る。

水
道
課

給水区域の拡大と水道普及率の向上を図るため、給水区域の拡張を行い、水道施設整備を行う。

92

原水施設更新事業 水
道
課

配水管布設事業 水
道
課

上水道の安定供給等のため、老朽化した配水施設の更新や配水管の増径、配水管新設等の整備を行う。

91

第８次拡張事業

90

平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名 特色

平成30年度 平成31年度

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

サマー 66,420 51,700 89,380 207,500 11,150 10,000 1,150 22,300 6,650 5,900 750 13,300

-

継続 ハード -

サマー 2,750 33,600 576 36,926 2,750 33,600 576 36,926 2,750 33,600 576 36,926

-

継続 ハード -

サマー 53,000 5,700 79,100 12,200 150,000 9,500 5,500 15,000 4,400 600 5,000

-

継続 ハード -

288,420 8,450 635,900 0 180,6561,113,426 201,650 2,750 435,900 0 79,926 720,226 126,150 2,750 410,100 0 64,226 603,226

【各会計合計】

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

1,069,449 484,961 989,500 483,9941,249,376 4,277,280 465,644 353,452 484,000 32,9601,230,042 2,566,098 167,262 228,129 690,700 1,9321,103,665 2,191,688

28,266 0 156,500 42,340 271,223 498,329 29,966 0 184,929 40,400 261,391 516,686 40,566 0 176,515 48,300 262,494 527,875

288,420 8,450 635,900 0 180,6561,113,426 201,650 2,750 435,900 0 79,926 720,226 126,150 2,750 410,100 0 64,226 603,226

1,386,135 493,4111,781,900 526,3341,701,255 5,889,035 697,260 356,2021,104,829 73,3601,571,359 3,803,010 333,978 230,8791,277,315 50,2321,430,385 3,322,789

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名 特色

農業集落排水事業
下
水
道
課

財源内訳 事業費
合計

一般会計
公営企業会計（水道事業特別会計）
公営企業会計（下水道事業特別会計）

総　　　 計

１．農村地域における環境・衛生面の改善
２．公共用水域における水質汚濁の防止

合　計

各会計

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

101

耐用年数を経過した施設に対し、長寿命化計画を立て、順次更新事業（長寿命化工事）を実施する。第1期長寿命化計画は耐用年数15年を経過した機器及び施設を実施する。
第2期長寿命化計画は、平成33年度まで、ストックマネジメント計画を策定し、更新事業（長寿命化工事）を実施する。。

100

個別排水処理施設整備事
業

下
水
道
課

公共下水道及び農業集落排水処理区域以外の対象の住宅・事業所等において、合併処理浄化槽を設置し、生活環境及び衛生面の改善、公共用水域の水質保全を図る。

98

公共下水道事業（処理場長
寿命化）

下
水
道
課
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